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簿きはり,わら 
発 行 所 

五所川原市役所 

第568号 

昭和59年 6月 1日 

印刷 同西北印 刷 

 

世 帯 数 	14,650 

（昭和59年 5月1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,389人 

女 27,234人 

市 の 人 口 

52,623人 
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タ
ン
ポ
ポ
土
手
に
咲
き
乱
れ

つ
く
し
の
顔
も
笑
っ
て
る

今
日
は
ぽ
か
ぽ
か
春
う
ら
ら

楽
し
い
楽
し

い
遊
園
地
 

み
ん
な
元
気
で
お
し
ゃ
べ
り
で

小
鳥
の
よ
う
に
は
し

や
ぐ
声

児
ら
に
負
け
ず
と
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ

ピ
ィ
ピ
ィ
さ
え
ず
り
仲
間
入
り
 

ジ

ヤ
ン
グ
ル
ジ
ム
に
す
べ
り
台

シ
ー
ソ
ー
ゲ

ー
ム
に
山
の
ぼ
り

ゆ
れ
る
ブ
ラ
ン
コ
天
ま
で
上
る

鉄
棒
ぐ
る
ぐ
る
目
が
回
る

砂
場
の
ト
ン
ネ
ル
す
ぐ
く
ず
れ

さ
ァ
さ
ァ
ま
た
ま
た
や
り
直
し

靴
が
脱
げ
た
よ
踏
ま
な
い
で

こ
ん
ど
は
僕
と
か
わ
ろ
う
よ

ご

つ
ん
と
頭
ぶ
っ

つ
け
て

こ
ぶ
が
出
な
い
か
な
で
て
み
る

ど
の
児
も
天
下
取
っ
た
顔
 

冒
険
好
き
の
児
ら
の
群
れ
 

か
わ
り
番
コ
に
す
る
ん
だ
と

先
生
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
見
て
る
 

空
は
広
い
ぞ
大
き

い
ぞ
 

で
っ
か
い
虹
を
描
き
た
い
な
ァ
 

夢
を
の
せ
て
く
白
い
雲
 

と
ん
で
み
た
い
な
青
い
空
 

逃
げ
た
風
船
ど
こ
か
し
ら
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地
域
医
療
の
確
保
と
 

向
上
に
む
け
て
 

五
所
川
原
市
は
西
北
五
地
方

の
中
核
医
療
施
設
で
あ
る
西
北

中
央
病
院
の
充
実
を
図
る
た
め
、
 

第
二
期
工
事
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
五
月
末
に
は
全
工
事
が

完
了
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
 

最
新
税
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
 

医
療
機
器
を
多
数
導
入
す
る
な

ど
、
面
目
を

一
新
、
地
域
医
療

の
「
中
核
病
院
」
 
と
して
六
月

一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
 

医
療
面
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
 

c
T
（
全身
用

x
線
コ
ン
ピ
ュ
 

ー
タ
ー
断
層
撮
影
装
置
）
の
導

入
で
こ
れ
ま
で
の
x
線
と
は
違

い
、
人
体
の
各
部
位
を
横
断
面

で
診
察
す
る
こ

と
が
で
き
、
ガ

ン
な
ど
の
早
期
発
見
に
威
力
を

発
揮
し
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
、
循
環
器

x
線
診

断
装
置
、

I
c
U
(
N
E
W
患

者
監
視
装
置
）
、N
I
c
モ
ニ
タ
 
 

ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ

ン

（水
治
療
法
装

置
）
、手
術
室
、
検
査
室
等

の
施

設
が
充
実
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
内
部
施
設
は
A
棟
（
地

下
一
階
、
地
上
五
階
建
て
）
の

一
階
が
伝
染
病
棟
、
二
階
整
形

外
科
、
三
階
眼
科
、
耳
鼻
科
、
 

皮
膚
科
、
四
・
五
階
内
科
な
ど
。
 

B
棟

（
六
階
建
て
）
は

一
階
が
 

・

救
急
患
者
用
、

二
階
検
査
、
管
 

,
 

N
 

・『J
 

一
 

理
棟
、
三
階
が
医
局
、
結
核
病

棟
、
四
階
産
婦
人
科
、
小
児
科
、
 

五
階
外
科
、
六
階
が
手
術
室
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

さ
ら
に
、

c
棟
は
一
階
が
外
 

地
域
社
会
に
お

け
る
防
災
思

想
の
普
及
、
推
進
を
図
ろ
う
と

い
う
「
五
所
川
原
地
域
防
災
協

会

（
飛
島
孝
英
会
長
、
会
員
百

十
四
入
）
」
の
昭
和
五
十
九
年
度

総
会
が
、
五
月
九
日
産
経
会
館

で
お
よ
そ
八
十
人

の
関
係
者
が

出
席
し
、
来
賓
に
森
田
市
長
を

迎
え
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

総
会
で
は
、
各
地
区
ご
と
に

防
火
組
織
や
消
火
ク
ラ
ブ

の
指

導
を
行
う
、
事
業
所
ご

と
の
防

火
訓
練
等
の
実
施
を
呼
び
か
け

る
な
ど
の
活
動
方
針
を
決

め
ま

し
た
。
 
 

来
受
付
、
二
階
が
医
皇

至
な
ど

十
四
科
、
ベ
ッ
ト
数
は
昨
年
ま

で
四
百
二
十
床
で
し
た
が
、
今

春
八
十
六
床
増
え
て
五
百
六
床

と
な
り
ま
し
た
。
 

地
域
防
災
協
会
は
、
飲
食
店
 

・

デ
バ
ー
ト

・
病
院
・
ホ
テ
ル

等
の
業
種

の
第
一
部
会
と
、
ガ

ス
事
業
所

・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
等
危
険
物
を
有
す
る
施
設
の

第
二
部
会
、
電
気
事
業
所
・
建

築
設
計

‘
消
防
機
器
販
売
・
水

道
事
業
所
等

の
第
三
部
会
か
ら

な
っ
て
お
り
、
市
民
ぐ
る
み
の

自
主
防
災
体

制
の
確
立
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。
 

な
お
、
協
会
の
事
務
局
は
、
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
 

（
廿
三
五
ー
二
〇
一
九
 
内
線

一
一
五
二
一
六
番
）
です
。
 

装いも新たな西北中央病院の全景 

一
 

CT （全身用 x線用コンピュータ 断層撮影装置） 

安
全
な
地
域
社
会
を
こ
 

、
、
 

五所川原地域防災協会総会 

~ 

(
 

,
 



, 

,
 

鷺難鰭 

ク
リ
ー
ン
都
市

ヘ
ス
タ
ー
ト
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外観も美しく完成した水道橋と取水塔 

完成した浄化センターの全景 

醐
 

作動スイッチを押す森田市長 

毎
分
2
8ト
ン
を
く
み
上
げ
 

五
所
川
原
市
が
公
共
下
水
道

事
業
で
建
設
を
進
め
て
い

た
、
 

終
未
処
理
施
設
の
浄
化

セ
ン
タ
 

ー
が
完
成
し
た
た
め
五

月
二
十
 

三
日
、
 
 
同
セ
ン
タ
ー
の
修
抜

と
 

通
水
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

完
成
し
た
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
 

市
内
幾
世
森
地
区
に
昭
和
四
十

九
年
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
た
も
の
で
、
こ
の
完
成
に
よ
 
 

っ
て
旧
市
内
の
約
二
割
に
当
た

る
千
二
百
八
十
四

世
帯
の
水
洗

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
汚
水

の
処
理
方
法
は
、
雨
水
と
汚
水

を
別
々
に
集
め
、
雨
水
は
そ
の

ま
ま
河
川
に
放
流
し
汚
水
だ

け

を
処
理
す
る
分
流
方
式
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
 

通
水
式
で
は
、
神
事
に
引
続

き
、
関
係
者
ら
に
よ
っ

て
テ

ー
 

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
森
田
市
長
が
中
央

監
視
室
の
作
動
ス
イ
ッ
チ
を
押

し
て
、通
水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
は
、
同
セ
ン
タ
ー
建
設
 
 

敷
地
の
土
地
提
供
者
、
工
事
関

係
者
な
ど
約
二
百
人
が
出
席
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

は
じ
め
に
森
田
市
長
が
、
「
市

民
の
願
い
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
が

完
成
し
、
通
水
を
始
め
ま
し
た
。
 

今
後
も
衛
生
的
で
文
化
的
な
都

市
建
設
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り

ま
す
」
と
式
辞
を

の
べ
ま
し
た
。
 

下
水
道
の
設
置
に
よ
り
ト
イ

レ
が
水
洗
化
さ
れ
ま
す
が
、
当

市
で
は
、
最
高
三
十
万
円
ま
で

の
水
洗
化
改
造
費
用
貸
し
付
け

制
度
を
実
施
し
普
及
を
進
め
て

い
ま
す
。
 

元
町
浄
水
場
の
水
管

橋
取
水
施
設
が
完
成
、
 

五
月
八
日
、
現
地
に
お

い
て
森
田
市
長
ら
関
係

者
約
六
十
人
が
出
席
し

て
通
水
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

取
水
塔
は
鉄
筋

コ
、
／
 

ク
リ
ー
ト
、
高
さ
約
一
一
 

十
七
メ
ー
ト
ル
で
、
水
中
ポ
ン

プ
を
内
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
取
水
施
設
と
違
い
、
河

床
低
下
が
あ
っ
て
も
最
大
量
を
 
 

取
水
で
き
る
の
が
メ
リ
ッ
ト
で

す
。
ま
た
、
水
管
橋
は
斜
張
橋

と
呼
ば
れ
る
珍
し
い
工
法
の
つ

り
橋
で
、
高
さ
三
十
ニ
メ
ー
ト

ル
の
二
本
の
タ
ワ
ー
が
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

通
水
式
で
は
、
神
事
に
続
い

て
関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
っ
て
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
森
田
市
長
が
作
動

ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、
通
水
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
 

新取水施設も完成 
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億 

円 

地
方
交
付
 
税

国

庫
支
 

出
 
金
 

鷲
甘

日

災
害
復
旧

費
 

学
 

一
商
 
工
 
費
 他
 

9
6加 9

5
 

~ 

農
林

水
産

業
費

衛
 

生
 
費
 

消
 

防
 

費
 

商 

融
資
が
明
る
く
 

豊
か
な
街
づ
く
り
に
 

簡
保

積
立
金
 

の
還
元
融
資
 

み
な
さ
ん
が
加
入
し
て

い
る
簡
易
生
命
保
険
積
立

金
を
、
公
共
の
利
益
に
な

る
よ
う
運
用
す
る
た
め
、
 

国
民
生
活

に
密
着
し
た
部

門
へ
の
資
金
還
元
で
あ
り
、
 

地
方
福
祉
施
設
改
善

な
ー
 

ど
地
域
社
会
の
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
の
た
め
還

元
融
資
さ
れ

て
い
る
も
の

で
す
。
 

昭
和
五
十
八
年
度
は
、
 

梅
沢
地
区
研
修
セ
ン
タ
ー
 

及
び
公
営
住
宅
の
建
設
事

業
の
融
資
を
受
け
ま
し
た
。
 

年
金
積

立
金
 

の
還
元
融
資
 

こ
の
積
立
金
は
、
国
民

年
金
積
立
金

及
び
厚
生
年

金
保
険
な
ど
か
ら
構
成
さ

れ
、
国
民
生
活
の
安
定
向

上
に
直
接
役
立

つ
生
活
環

境
整
備
（
上

‘
下
水
道
等
）
、
 

厚
生
福
祉
施
設
（
病
院
、
 

福
祉
施
設
等
）
、文
教
施
設
、
 

農
林
漁
業
等

の
分
野
に
還

元
融
資
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
 

昭
和
五
十
八
年
度
は
、
 

一
般
会
計
で
清
掃
車
購
入

事
業
及
び
伝
染
病
隔
離
病

舎
建
設
事
業
に
総
額
三
千

九
百
八
十
万
円
の
環
元
融

資
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

昭和59年（1984年）6月 1日 
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(568号） ④ 

地方自治法第243条の 3第1項及び 

‘五所川原市財政状況の公表に関する条例

第 2 条の規定に基づき、昭和59年 3 月31 

日現在における財政状況を公表します。 

昭和59年 5 月31日 

五所川原市長 森田稔夫 

ー般会計歳入歳出予算執行状況 

（昭和59年 3 月31日現在） 

歳入歳出予算額 12,595,955千円 

76.4% 100% 
98.5% 

98.6% 

歳 入 

収入済額 

10,244.3 13干円

収入率 81 .3% 

70.3% 

90.9% 

歳 出 

支出済額 

11,202.313千円 

支出率 88.9% 

90.8% 

6.6% 

97 一2% 

85 一 2% 87 . 8% 

公 

債 

費 

99.7% 
62.0% ー一 

民 土 教 総 

生 木 育 務 

費 費 費 費 

諸
 

収
 

1
(
 

県
 
支
 

出
 
金

分
担
金
・
負
担
金

繰
 

入
 

金

使
用
料
・
手
数

料

地
方

譲

与
税

他
 

債 税 

~ 

~ 
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行政管理庁では、当市住民の行政に関する苦情等の相談に

応じ、その解決を手助けするため、次の方を「行政相談委員

に委嘱しております」 

五所川原市大字姥落字桜木 

行政相談委員 坂 本 甚 作 （廿⑩3048番） 

五所川原市柳町 S 

行政相談委員 成 田 栄 一 （ff⑨3O2S番〕 

役所の仕事でお悩みの方 

相談は、無料で口頭、電話、手紙のいずれの方法でもよく、 

相談を受けた行政相談委員は、秘密を守り親身にお世話する

ことになっています。 

相談の内容は、役所の仕事に関することであれば何でもよ

く、例えば、恩給、年金、登記、国税、保険、生活保護、環

境衛生、農地、郵便、道路、交通、公営住宅、河川、公害、 

その他・般許認可、国鉄、電々、専売、公団、公庫、事業団

等のことが対象になります。 

作 （廿⑩3O48番） 

教 音 価 
1.610.634干円 

21.4%) 

市 民 税 

I .255)60+71 

労働価 262 .4α〕干円（3.5 

総務価 235.105干円（31%) 

災害復旧情 205.956子円コ6% 

民生債他 2叫.279干円（2.8%) 

市税の負担状況 

（昭和59年 3 月31日現在） 

土 木 債 

4.083.749干円 

(54.3%) 

収入済額 
2.765.642千円 

軽目動車税他 
20 .7108巴」 

固定資産脱 

1 叩2.71日干円 

なやみ・心配・困りごとのご相談は 

市民相談室をご利用下さい 

市庁舎玄関から 2 階にのぽって左側に市民相談室を常時開 

設しています。 

◆交通事故の問題 

◆人権に関する問題 

◆心配ごとの相談 

◆役所の仕事でわからないこと、改めてほしいこと、離 

婚や扶養に関する家庭問題 

などに、次の専門家が当っております。 

・毎週水曜日は社会福祉協議会相談員 2 人 

・毎週金曜日は五所川原人権擁護委員 1人 

・毎月第2・4 水曜日は県交通事故相談所員  1人 

（場所 市民文化会館別館2階） 

なお、行政相談委員（坂木甚作氏、成田栄一氏）は随時相 

談に応じています。 

無料、秘密を守ります。 

⑤ 昭和59年（1984年） 6月1日 	 広報ごしょがわら 
	

(568号） 

―般会計現債額 
（昭和59年 3 月31日現在） 

総額 7,537,681千円 

胃森県市町村職員共済組合 134.0価千円（l8%)  
青森県 170.661干円 60%〕 	市町村振興協会 63.160干円 〔 0.8%) 

一，h本．‘．“一什武直．闘 	 日本凧害保験雄会他 53 日lD千円（0.7%)  

2l7. 干円 	~．.．■  
(  2.9%) 	~~ 1U 

特別会計の執行状況 
（昭和59年 3 月31日現在） 

区 	分 予 算 額 収入率 支出率 

国民健康保険事業勘定 2,653,255千円 79.3% 79.6% 

高 等 看 護 学 院 43,160千円 22.4% 89.5% 

長者森平和公園造成事業 6,758千円 120 一 8% 74.6% 

下 水 道 事 業 1,504,416千円 52.9% 55.4% 

老 	人 	保 	健 1 ,298,218千円 90.8% 90.2% 
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税制改正のあらまし 

地方税法のー部を改正 
今年度の主な改正点をお知らせ

いたします。 

人的控除等の改正 千円 

区 	分 現行 改正 

配
偶
者
 

一般配偶者 220 260 

老人配偶者 230 270 

同居特別障害者 250 300 

扶
 

養
 

一般扶養親族 220 260 

一般老人扶養 230 270 

同居老人扶養 260 引0 

同居特別障害者 250 300 

老年、寡婦・夫、動労学生 210 2如 

障
申
 

普通障害者 210 240 
一口
者
 

特別障害者 230 260 

基 礎 控 除 220 260 

◇
個
人

の
住
民
税
 

⑨
人
的
控
除
等
の
改
正
 

基
礎
控
除

・
扶
養
控
除
な
ど
、
 

次
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

⑨
均
等
割
、

所
得
割
の
非
課
税

限
度

（基
準
）
額
の
引
き
上
 

I
J
 

前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
等

が
、
（
表
1
）
の
金
額
以
下
の
方

は
、
非
課
税
と
な
り
ま
す
。
 

く
な
り
ま
し
た
。
 

◇
法
人

の
住
民
税
 

⑥
均
等
割
額
の
引
き
上
げ
 

五
十
九
年
四
月
一
日
か

ら
 

（
表
2
）
の
よ
う
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
 

な
お
、
確
定
申
告
は
、
昭
和

五
十
九
年
四
月
一
日
以
後
に
事

業
年
度
の
終
了
す
る
法
人
か

ら

適
用
。
予
定
申
告
は
、
昭
和
五

十
九
年
四
月
一
日
以
後
に
申
告

期
限
が
く
る
法
人
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。
 

＠
徴
収
猶
予
制
度
の
廃
止
 

確
定
申
告
に
限
り
認
め
ら
れ

て
い
た
青
の
徴
収
猶
予

（延
納
）
 

の
制
度
は
、
五
十
九
年
四
月
一

日
以
後
に
事
業
年
度
の
終
了
す

る
法
人
か
ら
は
、
適
用
さ
れ

な
 

軽
自
動
車
税
の

減
免
手
続
き
は
 

お
忘
れ
な
く
、
近
く
の
銀
行
、
 

郵
便
局
、
ま
た
は
農
協
へ
納
め

て
く
だ
さ
い
。
 

体
の
不
自
由
な
方
で
、
 
一
定

の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
 

軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
減免
申
請

は
一
台
に
限
る
）
 

持
参
す
る
も
の
 

納
税
通
知
書
 

・

身
体
障
害
者
手
帳

・
運
転

免
許
証

・
印
鑑
 

※
く
わ
し
く
は
市
税
務
課
市
民

税
係
（
。
三
五
ー
二
一

一
一

内
線
二
一
一

）
へ
。
 

・

フ
。
 

6
月
は
自
動
車

税
の
納
期
で
す
 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

愛
車
の
住
所
変

更
 

自
動
車
を
お
持
ち
の
み
な
さ

ん
、
あ
な
た
の
愛
車
の
住
所
は

陸
運
事
務
所
に
登
録
し
て
あ
る

車
検
証
の
住
所
で
す
。
 

転
居
し
た
場
合
、
住
民
票
を

移
し
た
か
ら
と
い
っ
て
も
車
検

証
の
住
所
は

一
緒
に
移
り
ま
せ

ん
。
 

忘
れ
ず
に
陸
運
事
務
所
に

も

住
所
変
更
の
登
録
を
し
ま
し
ょ
 

納
税
通
知
書
の
一
枚
目
は
納

税
証
明
書
と
な
り
ま
す
。
自
動

車
検
査
証
と
一
緒
に
保
管
し
ま

し
ょ
トフ
。
 

※
五
所
川
原
県
税
事
務
所
 

廿
三
四
ー
二
一
一
一
 
（
内
線
 

一
 
一
 
一
 〇
・
 

一
 
一
 
一
 
一
 
）
 

◇
軽
自
動
車
税
 

O
税
率
の
引
き
上
げ
 

五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
次
 

の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

（表 1）非課税限度額の改正（夫婦と子供 2人の場合） 

区
 

分
 

算 	式 

非課税限度 （基準） 額 

現 	行 改 	正 

所 	得 給与収入 所 	得 給与収入 

均
等
割
  

224,000円（現行 
200,000円）×家
族数 

800,000 1,333,999 的6,叩0 1,493,999 

所
得
割
  

290,000円（現行 
270,000円）×家 
族数＋舶,0加円 

1,170,000 1,885,999 1,250,000 2,001,999 

障’ 
老1 
『者、未成年者、 
「者、寡婦の場合 

800,叩0 1,333,999 1,000,000 1,643,999 

※所得割の計算で、配偶者・扶養親族のない方は90,000円の加 

算はありません。 

（表2）法人の住民税均等割額 

資本等の金額 市内の従業者数 現行（千円） 改正（刊巾 

50人超える 1,500 3,600 
50億円を超える 

50人以下 270 480 

10億円を超え50 50人超える 1,000 2,100 

億円以下 50人以下 270 480 

1億円を超え10 50人超える 270 480 

億円以下 50人以下 100 180 

1千万円を超え 50人超える 100 180 

1億円以下 50人以下 80 144 

1千万円以下 50人超える 80 144 

上 記 以 外 27 48 

軽自動車税 

車 	種 現行佃〕 改正佃） 

二 輪 小 型 3,650 4,000 

軽
 
四
輪
 

乗 	用 6,500 7,200 

貨 	物 3,650 4,000 

営業乗用 5,200 5,500 

営業貨物 2,900 3,000 

軽 	三 	輪 2,850 3,100 

軽 二 	輪 2,200 2,400 

農耕用 1
,
4
5
0
 

1,600 

特殊 小型 そ の他 4,300 4,700 

雪 上 車 2,200 2,400 

にiス 大（125cc) 1,450 1,600 
不 
 4 中（90cc) 1

,
1
0
0
 

1,200 
け ク】  小（50cり 700 L加0 
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ロ

u直
」
一
そ
 

r』L
木
・
・
．
ノ
 

早
乙
女
ら
が
丹
精
込
め
る
 

い
・
n
」“?
J一
 

」
執W
】
難m我
難
W
維
」」m釘
詳
紺
議
m押
H
 

、
‘A‘り
ゾ
叫
己、
‘
，口
」
リ
A
r
、
・
七
戸
 
J一
 

い
」α
什
n
”『
＼
声
 

‘、一一 ，、ー，．~一、 

いつー‘ン’ 

を激励する山内副知事 田植え作 

天候も持ち直し、現地激励をする森田市長 

ク冷
害
を
乗
り
切
ろ
う
）
 

山
内
副
知
事
が
農
家
を
激
励
 

春
の
遅
れ
て
い
た
五
所
川
原

地
方
で
、

い
よ
い
よ
田
植
え
作

業
が
ス
タ
ー
ト
。
雲
一
っ
な
い

五
月
晴
れ
に
恵
ま
れ

た
十
九
日
、
 

昭
和
五
十
九
年
度
新
な
め
祭
に
 
 

献
上
す
る
献
穀
田
植
え
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

献
上
米
の
田
植
え
を
行
っ
た

の
は
市
内
長
富
の
松
川
一
男
さ

ん
。
田
植
え
は
午
前
十
時
す
ぎ
、
 
 自

宅
裏
に
あ
る
水
田
三
ア

ー
ル

で
、
松
川
さ
ん
夫
妻
と
、
地
区

内
か
ら
選
ば
れ
た
増
田
富
士
子

さ
ん
ら
五
人
の
早
乙
女
の
手
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
市
側
か
ら
は
成
田
収
入

役
ら
二
十
人
が
集
ま
り
、
市
内

神
明
宮
の
斎
藤
和
彦
宮
司
の
神

事
に
続
い
て
、
ス
ゲ
笠
に
白
装

東
姿
の
早
乙
女
五
人
が
、
古
式

ゆ
か
し
く
一
本
一
本
丹
精
込
め

て
手
植
え
し
ま
し
た
。
 

松
川
さ
ん
は
五
＋
一
年
に

優

秀
農
家
と
し
て
日
本
農
業
賞
を

受
賞
さ
れ
、
現
在
も
県
農
業
試

験
場
の
水
稲
奨
励
品
種
決
定
試

験
担
当
者
を
務
め
る
な
ど
、

地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

松
川
さ
ん
は
 
「不
順
天
候
で

苗
の
生
育
が
少
し
遅
れ
ま
し
た

が
、
 一
生
懸
命
に
育
て
、
立
派

な
米
を
献
上
し
ま
す
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

収
穫
は
約
二
俵
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
厳

選
し
た
一
・
五
キ

ロ
が
献
上
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

田
植
え
作
業
の
状
況
視
察
の

た
め
、
山
内
副
知
事
ら

一
行
は

五
月
二
十
一
日
、
春
の
遅
れ
で

田
植
え
作
業
の
影
響
が
深
刻
化

し
て
い
る
五
所
川
原
市
を
お

と

ず
れ
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
の
出
迎
え
を
受
け

た
一
行
は
、
神
山
地
区
の
成
田

辰
五
郎
さ
ん
を
訪
れ
、
北
地
方

農
林
事
務
所
職
員
な
ど

か
ら
管

内
の
状
況
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
 

成
田
さ
ん
方
で

は
昨
年
よ
り

四
日
遅
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
と

こ
ろ
の
好
天
も
手
伝
い
 
「育
苗

セ
ン
タ
ー
で
育
て
た
苗
の
生
育
 
 

が
よ
く
、
十
五
セ
ン

チ
も
伸
び

て
、
活
着
も
心
配
な
い
で
し
ょ

う
」
 
と
いう
説
明
に
山
内
副
知

事
と
森
田
市
長
も
ホ
ッ
と
し
た

様
子
で
し
た
。
 

山
内
副
知
事
は
 
「不
順
天
候

の
克
服
に
は
努
力
で
カ
バ
ー
し

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
 
と
激
励

し
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
も
市
 

内
を
巡
回
激
励
 

全
般
的
に
田
植
え
と
農
作
業

が
遅
れ
て
い
る
中
で
、
森
田
市
 
 

長
、
開
米
市
経
済
部
長
、
船
水

市
農
林
課
長
ら
が
、
五
月
二
十

四
日
、
市
内
全
域
を
廻
り
、
田

植
え
の
状
況
視
察
と
激
励
を
し

ま
し
た
。
 

当
市
の
田
植
え

作
業
は
、
五

月
中
旬
ま
で
異
常
低
温
の
影
響

で
大
幅
に
遅
れ
て
い
た
が
、
 一

週
間
前
か
ら
好
天
が
続
き
急
速

に
進
ん
で
い
ま
す
。
 

現
地
を
訪
れ
た
市
長
は
、
農

家
の
方
々
の
状
況
説
明
を
熱
心

に
聞
き
な
が
ら
、
予
期
し
て
い

た
以
上
に
田
植
え
が
進
ん
で

い

る
の
を
見
て
安
心
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
「今
後
と
も
、
県

の
指
導
に
基
づ

い
て
水
管
理
を

徹
底
し
て
、
冷
害
を
乗
り
切
っ

て
く
だ
さ
い
」
 
と
周
囲
を励
し

ま
し
た
。
 

古式ゆかしく行われた献上米の田植え 
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麟
 

講
 

 

緑
の
山

々
に
か
こ
ま
れ
た
私

た
ち
の
街
ー
五
所

川
原
。
長
い

歳
月
を
か
け
て
育
っ
た
森
林
資

源
。
山
は
私
た
ち

の
心
と
生
活

を
豊
か
に
し
て
く
れ

ま
す
。
 

そ
の
山
々
を
一
瞬
の
う
ち

に

灰
に
し
て
し
ま
う
の
が
山
火
事

で
す
。
五
所
川
原
市
で

は
、
昨

年
、
四
件
の
林
野
火
災
が
発
生

し
、
八
七
四
百
四
十
八
ア

ー
ル

の
大
切
な
山
林
を

灰
に
し
て
い

ま
す
。
 

そ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
、
 

た
ば
こ

・
た
き
火
の
不
始
末
や

子
供
の
火
遊
び
に
よ

る
も
の
で
、
 

少
し
注
意
す
れ
ば
未
然
に
防
げ

た
も
の
ば
か
り
で
す
。
 

山
菜
取
り
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
 

マ
イ
カ
ー
な
ど
山
に
入
る
人
が

多
く
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
緑

を
山
火
事
か
ら
守
る
た
め
、
入

山
す
る
人
や
山
の
近
く
で
作
業

な
ど
す
る
人
は
、
次
の
こ
と
に

十
分
気
を

つ
け
て
下
さ
い
。
 

〔注
意
事
璽
 

▽
た
き
火
は
安
全
な
場
所
で

行
い
、
後
始
末
は
確
実
に
行
う

こ
と
。
 

▽
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
、
 

必
ら
ず
消
す
こ
と
。
 

▽
車
か
ら
た
ば
こ
の
吸
い
が

ら
を
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。
 

▽
強
風
の
と
き
や
乾
燥
し
て

い
る
と
き
、
あ
る
い
は
枯
れ
草

な
ど
の
あ
る
場
所
で
は
、
火
を

使
わ
な
い
こ
と
。
 

〔
火
入
れ
は
許
可
を
得
て
〕
 

火
入
れ
は
、
農
林
業
に
関
す

る
開
墾
準
備
と
、
病
虫
害
防
除

な
ど
の
目
的
に
限
り
許
可
さ
れ
 

新
鮮
で
安
い
野
菜
、
魚
を
み

な
さ
ん
の
食
卓
に
供
給
し
よ
う

と
い
う
「
朝
市
」
 
が
、六
月
十

六
日

（
土
）
か
ら
十

一
月
三
十

日
（
金
）
ま
で
市
庁
舎
前
お
祭

り
広
場
で
開
か
れ
ま
す
。
ご
利

用
下
さ

い
。
 

「
朝
市
」
 
は
、期
間
中
毎
朝

四
時
か
ら
七
時
ま
で
開
か
れ
ま

す
。
な
お
、
初
日
の
十
六
日
は
、
 

オ
ー
プ

ン
記
念
の
特
売
を
行
い

ま
す
。
 

〔写
真
ー
昨
年
の
「
朝
市
」
 

風
景
〕
 

ま
す
。
 

火
入
れ
の
許
可
申
請
は
、
火

入
れ
予
定
日
の
十
日
前
ま
で
に

市
農
林
課
（
。
三
五
ー
ニ
一

一

一
内
線
二

一
六
番
）
へ
。
 
 

級
海
技
士

（
航
海）
、機
械
科
も

五
級
海
技
士

（
機
関
、
内
燃
機

関
の
限
定
を
含
む
）
以
上
、
無

線
通
信
士
と
無
線
技
術
士
は
①

高
校
卒
、
②
商
専
ま
た
は
短
大

卒
、
③
専
修
、
各
種
学
校
卒
で

①
、
②
と
同
等

の
者
 

▽
受
付
期
間
 
六
月
一
日
か

ら
二
十
日
ま
で
 

▽
申
込
み
、
間
い
合
わ
せ
先

青
森
海
上
保
安
部
ー
青
森
市
柳

町
一
丁
目
ー
ノ
二
（
廿
〇
一
七

七
ー
三
四
ー
二
四
二
」
蕃

）
 

保
険
年
金
課
よ
り
J
 

お
知
ら

せ
L
 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

が
四
月
一
日
か
ら
新
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
 

ま
だ
交
換
さ
れ
て
な
い
方
は
、
 

支
所

の
あ
る

地
区
で

は
各
支

所

へ
、
そ
れ
以
外
の
方
は
市
保

険
年
金
課
窓
口
で
交
換
し
て
下

さ
い
。
 

職
員
を

募
集
 

海
上
保
安
庁
 

海
上
保
安
庁
は
船
艇
職
員
と

し
て
航
海
科
約
三
十
人
、
機
械

科
約
三
十
人
、
無
線
通
信
士
と

無
線
技
術
士

約
四
十
人
の
計
約

百
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
受
験
資
格
 
航
海
科
が
五
 

   

 

 

 

1日 1円で 

ご家族の安心を 

短
 
歌
 

h
所
川
原
短
歌
会
 

木
蓮
の
踊
る
が
如
く
咲
き
満
ち

て
日
々
つ
つ
が
な
く
 

春
の
た
け
ゆ
く
 
番
 
場
 
允
 

映
 

馬
鈴
薯

の
花
紫
に
咲
き
初
め
て
ミ
ニ
菜

園
に
 

朝
光
の
差
す
 
浜
 

山
 
て
 
い
 

や
が
て
散
る
気
配
も
見
え
ぬ
満
開
の
土
堤

の
 

桜
を
友
と
撮
り
合
ふ
 
姥
 

名
 
チ
ョ

ノ
 

銭
湯
に
幼
ら
敷
を
と
な
へ

つ
つ
湯
に
つ
か
り
を
り
 

そ
の
さ
ま
た
の
し
 
野
 
呂
 

三
重
子
 

紅
の
未
だ
消
え
や
ら
ぬ
タ
空
の
淡
き
三
ケ
月
 

仰
ぎ
て
帰
る
 
浜
 

田
 
ち
 
か
 

朝市16日オープン 

初日は記念の特売実施 

燃
や
す
ま
い
 

み
ん
な
の
暮
ら
し
に
 
生
き
る
山
 

統
一

標
語
 

r
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講演会 

“市民多数のご出席を” 

ロと き 昭和59年 6月26日（火） 

午後1時

ロところ 産経会館 4階会議室

口講 師 山田 浩二氏 

（東奥日報社 論説委員長） 

ロ演 題 「新聞ウラばなし」 

〈入場無料〉 

主催：五所川原市統計協会 

‘事務局 市秘書企画課、 

く丑 35-2111 	1 
l 内線 318・319 

,
 

お
忘
れ
な
く
ク
 

児
童
手
当

の
 

現
況
届
け
を
 

児
童
手
当
（
特
例
給

付
）
受

給
者
の
方
は
、
六
月
一
日

か
ら

六
月
三
十
日
ま
で

の
間
に
 
「児

童
手
当
（
特
例
給
付
）
の
現

況

届
け
」
を
市
福
祉
事
務
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
こ
の
届
け
は
、
受
給

者
の
前
年
の
所

得
の
状
況
と
六

月
一
日
現
在

の
養
育
の
状
況
な

ど
を
毎
年
確
認
す
る
た
め

の
も
 
 

の
で
、
こ
れ
が
な
い
場
合
に
は
、
 

引
き
続
い
て
受
給
資
格
が
あ
っ

て
も
、
六
月
分
以
後
の
支
払
い

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
か
ら
、
必
ら
ず
提
出
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

▽
提
出
先
、
間
い
合
わ
せ
は

市
福
祉
事
務
所
児
童
係
（
廿

三
五
ー
二
一

一
一
 
内
線
二
四

三
番
）

へ
 

交
通
遺
児

の
 

奨
学
生
を
募
集
 

▽
応
募
資
格
 
保
護
者
が
道
 

路
上
の
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
 

り
、
重
い
後
遺
障
害
で
働
け
な
 

い
た
め
に
学
資
に
困
っ

て
い
る

高
校
生
、
専
修
、
各
種
学
校
生
、
 

大
学
生
等
が
対
象
で
す
。
 

▽
奨
学
金
 
月
額
二
万
円
か

ら
四
万
円
 

度
に
変
化
が
 

あ
り
、
障
害

程
度
等
の
変
 

更
、
ま
た
は
 

医
療
を
必
要

と
す
る
方
。
 

▽
入
学
一
時
金
 
私
立
高

校

二
十
五
万
円
、
私
立
大
学
三
十

万
円
。
 

※
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
市

福
祉
事
務
所
児
童
係
へ
。
 

ロ
目
的
 
聴
覚
障
害
者
の
福

祉
に
理
解
と
熱
意
を
持
つ
一
般
 
 

一
 
内
線
二

一
〇
）
へ
 

内
科
受
診
者
は
、
次
の
資
料

が
必
要
で
す
。
 

⑦
過
去
の
診
療
記
録
（
カ
ル

テ
）
、ま
た
は
そ
の
写
を
持
参
の

こ
と
。
 

①
 
腎
臓
機
能
障
害
の
方
は
、
 

血
清
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
濃
度
、
尿

検
査
結
果
を
持
参
の
こ
と
。
 

⑦
呼
吸
器
循
環
器
障
害
の
方

は
、
胸
部
写
真
持
参

の
こ
と
。
 

③
社
会
保
険
証
、
国
民
健
康

保
険
証
持
参
の
こ
と
。
 

阿
部

（夜
間
 
か
三
四
ー
九

一

〇
三
番
）
、木
村

（
同
三
四
ー
五

七
六
八
番
）
 

▽
主
催
 
青
森
県
ろ
う
あ
者

協
会
五
所
川
原
支
部
 

▽
協
力
 
五
所
川
原
手
話
サ
 

ー
ク
ル
ひ
ま
わ
り
 

受
講
者

募
集
 

フ
ラ
ン

ス
刺
し

ゆ
う
講
習

会
 

技
術
を
身
に

つ
け
、
就
業
を

希
望
す
る
婦
人
を
対
象
に
初
歩

刺
し
か
ら
応
用
刺
し
ま
で
の
講
 
 

習
を
行
な
い
ま
す
。
 

▽
期
間
 
六
月
十
八
日
（
月
）
 

か
ら
六
月
二
十
二
日
（
金
）
の

五
日
間
 

▽
時
間
 
午
前
十
時
か
ら
午

後
二
時
ま
で
 

▽
場
所
 

働
く
婦
人
の
家
 

（旧
警
察
署
）
 

▽
締
切
り
 

六
月
十
四
日
 

（
木
）
 

▽
申
込
み
先
 
働
く
婦
人
の

家
（

e
三
五
ー
八
八
九
八
番
）
 

▽
持
参
す
る
も
の
 
フ
ラ
ン

ン
ス
刺
し
ゆ
う
針
、
小
バ
サ
ミ
、
 

天
竺
、
さ
ら
し
少
々
で
す
。
 

▽
主
催
 
働
く
婦
人
の
家
、
共

催
 
青
森
県
婦
人
就
業
援
助
セ
 

ン
タ
ー
 

家
事
を
し
な
が
ら
で
き
る
簡

単
な
仕
事
で
す
。
 

ご
希
望
の
方
は
会
社
ま
で
お

越
し
下
さ
い
。

又
、
電
話
で
も

受
付
し
て
い
ま
す
。
 

▽
業
人
員
 

約
五
十
名

▽
年
令
制
限
 
問
わ
ず
 

▽
申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

五
所
川
原
市
誘
致
企
業
、
青

森
フ
ァ
ッ

シ
ョ

ン
株
式
会
社
 

（
市
内
川
山
、
中
川
中
跡
、
廿

三
六
ー
三
一
一
六
番
）
 

身体障害者の 

巡回診査と更生相談 

▽
対
象
者
 

（
木
）
 

⑦
身

体
障
 

⑨
眼
科
 
七

月
二
日
（
月
）
 

害
者
手
帳
の
 

①
整
形
外
科
 
七
月
二
十
五

交
付
後
、
診
 

日

（
水
）
 

査
を
受
け
た
 
▽
場
所
 
い
ず

れ
も
五
所
川

こ
と
の
な
い
 
原
保

健
セ
ン
タ
ー
（
旧
警
察
署
）
 

方
。
 

※
詳
し
い
こ
と
は
市
福
祉
事
務

①
障
害
程
 
所

福
祉
係
（
⑧
三
五
ー
二

一
一
 

⑨
義
肢
、
補
装
具
等
の

新
調
、
 
市
民
に
、
聴
覚
障
害
者
の
意
志

あ
る
い
は
修
理
を
必
要
と
す
る
 

伝
達
手
段
で
あ
る
手
話
等
の
指

方
。
 

導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
手
話

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
 

を
正
し
く
理
解
さ

せ
、
ま
た
手

を
受
け
る
た
め
に
診
断
を
必
要
 

話
奉
仕
員
及
び
将
来
の
手
話
通

と
す
る
方
。
 

訳
者
を
養
成
し
、
聴
覚
障
害
者

①
就
業
、
生
活
、
医
療
、
施
 

の
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

設
入
所
の
相
談
を
希
望
す
る
方
。
 
的
と
す
る
も

の
で
す
。
 

〈
注
〉
 
脳
卒
中
に
よ
る
場
 

▽
期
間
 
六
月
十
三
日
（
水
）
 

合
は
、
発
病
後
六
カ
月
未
満
の
 
か

ら
十

一
月
二
十
一
日
（水
）
ま

方
は
除
き
ま
す
。
 

で
 

▽
受
付
時
間
 

い
ず
れ
も
午
 
▽
時

間
 
午
後
六
時
三
十
分

前
九
時
か
ら
午
前
十

一
時
ま
で
。
 
か
ら
八
時
ま
で
 

▽
診
察
科
目
及
び

日
程
 
▽
会

場
 
五
所
川
原
市
立
中

⑦
耳
鼻
科
 
六
月
十
一
日（
日）
 
央
公

民
館
 

①
内

科
 
六

月
二
十

八
日
 
▽
受
講
料
 

無
料

（
テ
キ
ス
 

一
 
一
 

手
話
講
習
会
開
き
ま
す
 

一
 
一
 

ト
代
四
百
円
必
要
で
す
）
 

▽
間
い
合
わ

せ
 
小
笠
原
 

（
昼
間
、
胃
三
四
ー
七
七
四
四番
）
、
 
家
庭
内

職
募

集
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r 

広
報
紙

の
早

期
配

布
に
ご

協
力
下
さ
い
 

結核検診を受けましょう 
レノトケノ撮影は着衣のままで畠来ますが、金具（不ソ

クレス等）は外してください。配布の受診票にご記入の上

ご持参下さい。なお、くわしいことを知りたい方は市衛生

課へ（廿35-2111--内線272番） 

月 	日 場 	 所 時 	間 

6 月18日 

平 和 町 	集 	会 所 前 
鎌谷町防災コミュ二テイセンター前

一 ッ 谷 大 和 山 道 場 前

松島町 1 丁目 木村昂悦宅前
松島町 7 丁 目 菊地理容所前
松 島 町  6 丁 目 毛 内 商 店 前 
松 	島 	会 	館 	前 

9 : 30~ 9 : 50 
10 : oO~io : 30 
10: 40~li : 00 
ii: io・～一 ii : 30 
ii: 40-12 : 00 
13 : 30-13 : 50 
14 : 00-14 : 20 

幾世森老人ホーム く るみ園前 9 】  30 	jO :10 
中 平 井町 五所川原小学校前 10 : 20--b0 : 50 
末 広 町 五 所 川 原 保 健 所 前 11: 00~li : 30 

6 月19日 錦 町 新 岡 肥 料 店 前 13 : 00-13 : 30 
布 屋 町 西 北 中 央 病 院 前 13: 40-14 :00 
岩 木 町 市 民 文 化 会 館 前 14 : i0-14 : 40 
栄 	町 	白 	衣 神 	社 	前 14 : 50-15 : 20 
田 	川 	集 	会 	所 	前 9:30一1 9~SO 
種 	井 	公 	民 	館 	前 10 : 00~b0~b0 
高 	瀬 	集 	会 	所 	前 10 : 30~ 10 : 50 

6 月20日 鶴ケ岡コミュ二テイセンター三好前 ii: oo・～ ii : 20 
上 藻 川 川 浪 民 也 宅 前 13 : 00-13 : 20 
下 藻 川 大 川 商 店 前 13 : 30-13 : 50 
若 	葉 	森 	の 	家 	前 14: 10-14 : 40 
湊 	団 	地 	集 	会 所 前 9 : 30~b0 : 00 
三 ッ 谷 坂 本 甚 作 宅 前 10 : io~io : 30 
猫 	測 	集 	会 	所 	前 10: 40~li : 00 

6 月21日 
姥 	落 	集 	会 	所 	前 
稲 	実 	集 	会 	所 	前 

ii:i0~ii: 30 
13 : 00-13 : 20 

広 田 一 戸 淳 一 宅 前 13 : 30-13 : 50 
みどり町コミ ュニテイセンター栄前 14 : 00-14 : 30 
七 ッ 館 白 戸 義 勝 宅 前 14 : 40~is : 00 
小 	曲 	集 	会 	所 	前 9:30一一 9:So 
小 	曲 	工 	藤 	勲 宅 前 10 : oo~io : 20 
旭 	町 	斉 勝 	駐 車 場 10 : 30~b0 : 50 

6 月22日 新 町 保 健 セ ン タ ー 前 ii: 00~li : 20 
梅 田 成 田 理 容 所 前 13 : 00~i3 : 20 
梅 	沢 	支 	所 	前 13 : 30-13 : SO 
中 	泉 	集 	会 	所 	前 14 : 00-14 : 20 
馬 	性 	集 	会 	所 	前 9 : 30一1 9 : 50 
石 	畑 	集 	会 	所 	前 10 : 00~lO : 20 
尻 無 新 谷 電 気 商 会 前 10 : 30~b0 : 50 

9月17日 十 	川 	集 	会 	所 	前 11: 00~li : 20 
飯 	詰 	支 	所 	前 13 : 00-13 : 30 
朝 日 興 隆 婦 人 ホ ー ム 前 13 : 40-14 : 00 
飯 詰 下 岩 崎 集 会 所 前 14 : bO-14 : 30 
水 	野 	尾 	集 	会 所 	前 9 : 30一～1 9 : SO 
野 	里 	集 	会 	所 	前 10: 00~b0 :20 

9 月18日 
神 山 成 田 直 正 宅 前
松 野 木 仙 庭 幸 一 宅 前 

10 : 30・～ b0 : SO 
ii: 00~il : 20 

若 	山 	公 	民 	館 	前 13 : 00-13 : 20 
福 岡 佐 々 木 商 店 前 13 : 30-13 : 50 
長 	富 	集 	会 	所 	前 9 : 30~ 9 : 50 
共 	栄 	集 	会 	所 	前 10 : 00~lU : 20 
毘 	沙 	門 	支 	所 	前 10 : 30~b0 : So 

9 月19日 
中 崎 成 田 幸 雄 宅 前 

桜 	田 	集 	会 	所 	前 
ii: 00~li : 20 
ii: 3o~il: so 

沖 飯 詰 古 川 繁 春 宅 前 13: 00-13 :20 
桃 崎 葛 西 勘 之 丞 宅 前 13 : 30-13 : 50 
太 刀 打 山 形 豊 太 郎 宅 前 14 : 00-14 : 20 
福 山 伊 藤 獣 医 宅 前 9:30一1 9:50 
豊 成 工 藤 友 衛 宅 前 10 : oo~io : 20 
俵 	元 	集 	会 	所 	‘前 10 : 30~ 10 : 50 

9 月20日 
羽野木沢コミュニテイセンター七和前
原子コ ミ ュ ミ テ イ ハウス原子前 

ii:oo~ii: 20 
ii: 3o~bi: 50 

前 田 野 目 西 塚 商 店 前 13: 00-13 : 20 
前 田 野 目 大 坂 登 宅 前 13 : 30-13 : 50 
高 野 文 化 セ ン タ ー 前 14 : 00-14 : 30 

※都合の良い場所で受診して下さい。 

みんなの健康教室 

医師会と家庭を結ぶ「みんなの健康教室」 が次

の日程で開かれます。お気軽においで下さい。 

今回のテーマは 「急性虫垂炎」 

についてです。 

ンと き  6月22日圏午後1時から 

レところ 保健センター（旧警察署） 

レ講 師 田辺靖彦氏 

主催 北五医師会、五所川原市民保健協議会 

（乳幼児の健康診査） 

■受 付 時 間 午後1時～1時30分まて、 

■持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けている 

乳幼児はご遠慮下さい。 6 カ月児、  1歳児は健康相談のみ 

です。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

■お願い  3歳児健診は、尿検査も行いますので、当日き

れいに洗った小びんに尿を入れてもってきてください。 

■ところ いずれも保健センター （旧警察署） 

II 	齢 対 象 児 と 	き 

3 カ月児 S 59年 2 月生まれ 6 月12日 

6 カ月児 S 58年11月生まれ 6 月19日 

1 歳児 S 58年 5 月生まれ 6 月25日 

I歳 6 カ月児 S 57年12月生まれ 6 月26日 

3 歳児 S 56年 2 月生まれ 6 月21日 

愛の献血お願いします 
あなたの献血が大ぜいの人の尊い生命を救います。 

月 	日 場 所 ・ 時 間 

6  月 13 日 

（水） 

日産自動車商会前（姥落） 

午前10時～正午 

の デ パ ー ト 駐車場 

午後 1時30分～ 4 時 

6 	Il 	27 	日 

I 水 I 
五所川原第一高校前 

午前10時～午後 4 時 

外出するときは、家の人に行き先と帰宅時

間をはっきり告げてから出かけましょう 

五所川原地区BBS会・・・ 

健康 
コーナー 
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